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日本統治期「台i寄J新文学運動雑誌『先護部隊j一部翻訳 (2) 
科; 千金安・ ilI…H義和
解題
先手子(f佐賀大i主l文.135号、 2∞6iド 12月)に続いて 193/1年発行の l~l話文総誌 í;，¥:;務部隊jの計三
i論部分の~l~f[j 1r試訳したO
f依然ÁI~規!J，本気が被っている ~J の符すf則定 IliJ I土筆名「ー11孔J ほか。ンj;::r，火樹 (1898~1975)。
彩化1}1i港出身。家庭は貧しく大工などをしたが、公学校に通いつつ、布、誌でi英文をうF:んだ。そ
の後大阪で ti草川、!日報j編集などした後、台湾で f会':j"新卒Iti の編集、そして 1935年間Tifl~新
報jの淡文主任になる。 1931iroから36年頭までrT'ln日 f台湾文芸台湾土庁文学1
一等に作品発表。 3710'1"日戦争勃発により、総》i寺Ifによりj英文;での新文字:作品禁IJ:され、以後淡
誇創作に弘、えた。
「文23の大衆化jのミ持者「頼度JI立、生没年不明。モドI!jli，']'，身と}ヲわれている。会i川i!範学校
卒業後、公や校教自ijとなる。 1933ir煩から rfin;rJI災'fiIUや付文雑誌 fフオルモサ.1(東京で発
行)などに{仇日i発表。 9~1;主文学もある。
「小説はYよるべき点があり ~J の諸手守「守絵J I土、2jqきらJ松茂(l905~59) 、合)\名微守強ほか。
彩fと出身。公や校中退。私数で漢文教日íjî をする ο192511二彩化の無政府主義}~リ j'Jl r彩化JRl新制j
参加。 1ω92幻7"年ド台j北ヒと彩化の「合i主沈7勾~，l烈i尽:色背主4年iド三聯j照:沼3引J4引î- f!符I今で
i湾汚民1〆?引J
わ目安部隊Jテキストは、米H文化jij-局(台湾)復刻本町Lj-fjf()YHIJ台湾新文学雑誌殺iリ④j
である。
訳者の斡!色:_il之さんは、佐t'i大学大学院教育学研究科大学院20071f:3J 卒業引である。
2007.9.30 (ir!il義和)
主主f!立文献
it?itJ$li文学jli動の40年j拶f出金務、中島平IJ郎、 i*.:)H下之訳、見{j:i1j:応、 2005
'
ド3汀
f台湾文字史料調交研究員!耐j越:天{誌はか、静:u大学(合i湾)刊、 1997"ド6月
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依然黒煙療気が覆っている
文壇はこの後を待つべし
? ?
今iニlのような手Ijを{[1'いQる社会にあって、鋭の小のようにt'I¥日もなく、?与にfさわれたように
iJLilとした、物欲ばかりがtil1iーするうJ.:楽的な風潮にち之りきった我々に、一体的が紛れるという
のかつあるのは，Jjい退問ばかりで、いわゆる f新しいj退問はM 占つ見つけられなし、。まして
丈芸においてはなおさらのことだ。在、は次のように思う。
無気力と険診の5niに波われ、復'{Ij氾1、i目、の激しい炎lこf止まれる台湾。iJI:Wの忠燃が、あらゆる
分H引こどれだけJIII し ~;~1:せてこようとも、絞らが祭出なるかi汚は、f.l:\奴t;}i~)弐の中で、人々はいつ
までも総殺を芥み、生ける械を司王っている。 lí:いに率先して時代遅れの~~~人たちに:iú iiÉ してよ;!，
栄をはることを学んだり、彼らの討う fntìì司{ま}ffl\流であり、文人 l土手bì~~ 1，、」といった文句をあ
りがたがり、後めそやしたりするのこれらはまことに{侵入の不治の紛であり、ただヰiに倣i設な
お%のす、1!;成をひけらかしているようにしかええない。 過公が、ほとんとεそのJifIげとの~i舌の '1'
です一り減らされたものであったとしても、ラド来l土、移行1:のi会に践活すべきである。ぞれが人L!:
を無駄にしないことになる。人類社会はlijJ1主するものなのか、もしそうであるならば、このよ
うな退嬰の:i1;を持った部I/j¥jが人心をl:lUtし、人々が自らの主主穴をおliるようなことはしないはず
である。
十例年前のことだったかっ f'，I¥'"文化のがj化不良JによるiY円安広にWIJ激されたのかも9;1れな
いが、その頃、手前勝手に自ら!派'e取り、殺をilJ合する殺が3えれだした。そのせいて、1‘のqJは
行j然となり、慌ただしくなったのだ!，Ijい食物が績もったが放のめリI'(Jだったので、それがどん
な淡(=新しい文芸)でも恐慌を引き起こしたわ人々はこれらを嫌J怒し、 Jli絡し、ひいては絶
滅させるよりほかになかった。人それぞれの命をどこで彼恭しようと知ったことではないし、
iHt:にどうこう I:Iわれるものでもない!1mくところによれ{工、これが 1-(1 FlIJなのだそうだりこ
れが!よL初、の泌戦を引きj@こしたのだ!~vJ~ままだがjllドjlìíl<も hっていないのに、 jilij:t)l:の i手はすで、に
!l:.を:たって、矢もなくなってしまった。そこでwfuJ長官を叩いて:ifi.を引きI:.ljてしまった。ヰ(cliに
:f[. っ I ÍiJ から士五JiJとする父などあったのか?そしてただ荒波とした i~りあだけが殺されたのこのi持、
彼らの1i!lijJの裂の点字1Iを見抜いた人がいたのを記憶している。彼らはただ空の太鼓を打ち113ら
しただけのことだ。英会tを苑い)J を誌えて、新鋭主主を閥抗i し、文廷の新関JÚlを建設して般をf{~\
こうとしたつもりだろうが、(この台湾の)磁化した1U;加な主主H可欠に1:て泊されて、美しいJとがi咲
くかとうかなとは考えもしなかったはずだ。 lf')析を食べることに'1tれきつだ民族に生まれて、
一体どんなJI;z柊があるというのか?いくつかの打ち似しかれたずJ子が、ただ砂淡のような瓜i・I，jの
I1ドでもカ旬、ているだけだ。あくまで、在、の浅い鋭抗力で凡た限りではあるが。
それがやJであれ、 Jえらが弘山なるf「七うにひとたび持ち込めば、寸一ぐに灰色になってしまう!
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tl'，よ、この文芸という奴を。いくら社会がおIJ:@の途上にあるとはいえ、 1.ωおの!J(に[列われてい
るのか?はっきり近うならば、これこそが民族性である。
tJfJ;¥における岐路の'1で7守んできたものは、ほとんとがィ、光会な形態なので、絞滑にそのl付
れそ検討する必姿がある。なぜこのようなおかしい現象が生じたのか?特に台湾においては、
おならをするだけでもすでに危険なのに、 d論のl'lt!などffることができるのだろうか?総か
に、発表の場、試総の場、活動の坊となる刊行物がないのも大きな安|入lのーつである。しかし、
過去すべての刊行物で、 i1LPE でなかったものは、すべて?と析したのだ。大衆の~求を反映する
ものが {本:どこにある?
ただ小説についてだけ述べれば、創作したり、 tJtH干したり、鋭校したりと、ゴlo'i;'に賑やかで
ある。その中には、人今のi主〉与をひくものもいくつかある。が、その他のものは、:f，iIIJばかり
だ。 1反に今までの小説を分泌してみると、三つの火きな潮流に分けられる。
(1) 然践的級の悲惨、*梁符の'，'í'i Jfri を Jí'lí き、有 I~\J1祈級の仮ifIjを引きはがすものO これは階級
文学に泌する。
(2) j'i=:fle1JJ:tどの;Nf.旬、燃燃ilJ伎の欠陥をtNiくもの。これはYJ;、愛:文学:に1{:'するの
(3) 汚職'r'f1f;fの内*/~を ~J~~存するものO これはí&: ifì 文;γ: に jf認する。
これら三分郊の中では、第一一';i'!が多いが、ド、J谷が深く人に!ぷwjJを/j・える{乍IV1は少ないのこれ
は!l!f，論作者自身が、 i亀裂した山人や、死にたくても死ねない;1!民政同胞や、 !Jと決済のような悲惨
さやぢしみを l味わったことがないため、熱心に|問題の核心、を論じ、事実のf.(~}!~(を必死でっかむ
ことができなかったからで、ある υ このようなことは大挺この過校の小では避けられないJI%，で
あろう。有1二郊に紋も氾12しているのは、イブセンのような戸も公約も厳しい傑{↑とは比べも
のにもならず、火J日にも|トl礼教に祇抗し、すべての鰍W1ili!JJ交に日大な;際日ijを投下し、進3殺完して
;撚災釘i滅成し、 f似|附母T似悦1，的な愛と多炎ミの芸羽術;百j分生二{治)訂可を〈印創引羽lJ.i泣丘したとlはまとても忠えない1'r仇i
る1務校い9兇j久次局をJ将術『前iき、 もう…Jiでは父J<lが紛仰を ìJ~定するという 'HiI!J (1守な;初J交を総f到する。この
i，li'd'を対!!立させるというつまらないものが大中である。このような1'ro，¥i，は、詰i代の;FH工人の
点ft.aとどんな迷いがあろうか?線かにこれはか!?fのji;絡に弘しめられたものであろう。しかし
丈誌がもしれ:会の突9兵隊、 lt Ìi~'の 5iiιI'fl:l:たろうとするならば、米 IJト!の荒地に I r.J かい、 W1壬を tft っ
て、 ifl ましく'，al泌すべきである。一一一第三犯においては、 {i(l，かに人々のlHYïを 1~Jたいくらかの
作品がある。その~II\[!l を突き詰めていくと、社会の突然治が、符!ぷと痛切さを特に鋭敏に!t長じ
ていることがj;(凶である。恐怖寸べきことは多くなった!J1燃は深刻になった!だからこそ、
そんなにも悲惨で、沈痛な描'ゲがなされているのだ。材料のJjl(拾にill折せず、情成にも rTj'能なI:J{
り』法務:さを求める。合トラにおいて、 ~IÍ!いて3止やのJ)メfiを燃すとすれば、この JIは仰とか満足
できるものだと討える i
J比十はこれら三分類で今までに右IWI'された小説針統括している。 し治か、し尖ド際2奈2に{は土J批沈i一?
があるとぞ設?わざるをf符:号jJなないのfだ:::!然論、自然界を怖くものもあり、小生の不可解さや、 liJ米な
商人、特権階級の;J.l;~くと横様、また伝説などもある。一ーしかし成果はほとんどが平凡で、人々
のが:1をひかない。これらいくつかの分奴をiHllIに検討してみると、おそらく作家たちは、い
まだにIJ持怨したり前を桝えたりする人の少ない、広大で肥沃な、 つーの!!!f)心的な題材の1川Lを
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見失っていたようだ。それは数千年来、経i斉lねなI:Li自と京総とを受けてきた貧農についてであ
る。見よ、彼らの朴jj'( な性質を。 l f:.ìí~の !otfm さは動物船の動物とでさえ比べものにならない。
一生はただ、柏れ果てたi災燃をJfJlとifとを絞り luしてil'!Jし、また自ら涙腺をtl，1¥り返し搾り尽く
した凶lとi+とを補うだけの繰り返しであるの校iNti'にifミ貸された手i':31:i土、彼らのi飢とi'J二のdlih1
である。私は心から、台湾のfF~ぷたちが、可能な限り公甥!の炎を、悲惨で交微した正義!げ記長所
…-J~~ ;f~l--に/Íljけ、すぐにでも rt伐の心に火をつけ、この汚れた暗黙全|会を nfi らし 1[1すこと
を担んでいる。
戯劇については、まるで氷点子にあるようだ。いくつか見たことがあるが、風変わりなもの
ではないとしても、!切の打i令11 を ~mì5tさせたものである。場ìirlil以換のJ比百しゃ、対話の矛服、自己役
の級学さ、背iifの5f紋さ、光線の ~iiíllrU さなど…・それ{土台本の段!;{:rですでにつまらないのに、
~lf!tì演出など全くの無駄であるけjf]くところによれば、 i史民政のわi'w);には、少なくとも淡創的
な袋勢が合まれているそうだが、それは、そんなに日茶背茶だとは.'~、えない o i<1うなれば、 i良
l~iJとは{J'(I かに、幻HIII を!改める必~条{すとして、また生活/ríjJ牟に不可欠な栄j!f分として、全i 会改
造の大切な滋nであり、人生における頂門の…ßI である。 iえして有 r4~階級車問のJY-楽のための
ものではない。戯I~IJ のあ'ftlll を安劾に侮係できるものか!作家がもし民衆本伎のな坊で、人生の
ために装術を創作するなら、私l土息をi貯めて、 flご家の奏でる主~iil~の凱;放を 1，)ちたい!
新誌について設えば、人々に納得してもらったものもあった。だが尖際は、ほとんどカ'I;Ht
の波に飲み込まれ、封建思惣の束縛をIJえしていない。おざなりに字句を競べただけの、 ilt史文j
や日むと本質的に変わりのないものである。いわば、湯を変えても楽を変えないというよう
なものだ。まったく rj'l'í~1 でもこの磁の}!ll\i羽に支自己され、{l'1':大な 1~gfFi土 LB なかった。そこにある
のは悩絡の欠如した、 1!IT，1味乾燥な誌である。食湾でも?!!f，;li命、この状況は避けられないことであ
る!
随筆においては、あるものはl況に成功の追を返っている。しかし、またあるものは、繊細な
技巧や粉飾が過ぎ、主主うじの>I"妹さだけで、 /j']谷はかえって忽必であり、事実と耳1'柱、のitNi同lを取
れないでいる。もし、もっとi没後に努力するならば、これに越したことはない。
ある人は自慢げに、合符には所税「文波jというものがあると言っている。これはまさに、
人々に寒気を 1m させ、 l\i~での仰l笑を引き起こさせるものだ。台湾の会ての FIJ行物を Fí!. よ。 IU 妻子
力に!封鎖されており、そうでないものは取をパックさせるように、後ろ/IJjきに誘導されるのだ。
「丈Jは既に論じられず、 irf'lJは一体どこに築くのかつしかし、 J是々はこれからの台湾にも文
例が干手伝しないとは決して沼、わなし、。「これからJを待つべきなのだ。
彩、は j}Î'頃、衣食のためではないが、総月!で忙しい。秋~t:'[\はまた Ti，、 lこ、/~/分のな:兇を技々に
1):1， してくれるよう命じた。課題作文は主主尽私のl{l:lli: とするところではないが、ただ~hどの手伝
いのためである。過分なfZみはなく、ただやれることをやっただけなので、よ日本的な例を本げ
て、全体的に検討する余紛がなかったoi!Txに遺憾である! (193-1， 3，30 '4:於ー IqL際)
Cit) ①「黒煉味気J"版文では i.応対jな気J。ヰ;米のなl床{立、;泉州!がもうもうとしている
桜子。ここでは社会秩序が混乱した似相を表すο
-63-
② I~I'.了)'J:を食べることに慣れきったj ・. I ':t1iEJは花や災のfすかないI立のこと。ここ
では浅い凶743を疑うことなく、新しいものを生み出そうというな織が欠如してい
る様子。
訳約 千島袋
校正・主li IH 義手1I
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文芸の大衆化
文芸家の生活をどのように保障するか
頼!者
1トザよみ]ijLIこついて行けなし吋是々T.i汚は、 どのうj'tlfi'でもまだがJ祁プゴ。特に文:~:f:. 文化に服す一る文
京のjioにおいて、総今ない刊号にぶつかったため、犯に大きく!日I:'N文ぷ{府間iに巡れている。
公Jj!.形式(JfJ託li立j係)Iニ収まi)j.されている最も大きな]WI河である。 台湾の教f:fI土1本泌をrl心
としている。しかし、介幻惑(1ftに生まれ、台~J1jfi去を常に使って成長して来た孜々は、 ['1rJにH
4ト:誌で印IHノドするのは不可能なわけではないが、まだ|本loltの多いことである。 一方、波文数字nこ
みI して、政府は次第にM三栄する方針を l~えっている。それで、島氏火す誌のWl文京H fiJif.カがltî)Uにな
り、法文丈史の司、艇はL:iうまでもない。
こう見ると、 ti存文誌のili守Tが低迷し、不振しているのは当り前のことで、ある。けれども、
「介iリ，jIf己WIIllJJがする行されて以来、多くの新文よ+にえぶしている志.1:は、その文43側に、たく
さんの1)C，波文の小説、 %JÎiil、及びその他のがJrllr 、約分一、科f;i~などを発去した。これは、 J是々
丈茶話ミにとって "-."1fr:;~.却ましいことである。
が、ぞれはただ…郊の文ぷ愛好1'i-の努力のi在来に過ぎず、)¥J(!:を泣きつけられないことは我今
にとって主主も:日:しし、ことだの
このような不:tMの'1'で、たくさんの然芯;ある文スー淡がFJI1本をおUìi~ して奈ff江主を FIJn した。例え
ば、問先Ji1J、ITì~tj丈永j 、 I1十1ì毎.)C"tJ 、 I1打点j、「フオルモサj 得。いずれも然なある文宗家が
台湾祈文京のために、努力して発行した|司人総;主だ、が、惜しいことに、資本が)~りなくて、多
くは経常州知iに[iiIって、!経1リせざるを{げなかった。
発災機関がこのようで、ある以上、その作品{むjうまでもなく、 JVJf!iできないものである。今
は、ただその大体のことを i論じることで、1.:.1、てかi~~jすVÎ 主:::1~ !ff.の Ij~m としよう。
1. Jjl1'lてすべてのJ81.とされた小説を凡ると、恋愛給料Il¥J協や安全ー と夫の浮気1:11題がその大部
分で、大衆の."t~~";WJ や絞済関係、政治問題、民村正J:.iおを表現するものは絞めて少ないのいう
まで、もなく、小説は全l 会の~~ii1'1.1で、人LI:の鋭である。欣にこの前iに|均する小説のけ'，Jl立、
J主々がi誌も期待していることだ。しかし、今どき発公されたものはみんな現代小説で、ff.¥'
ft小説(版史ノj、滋)は全くないのだo ti?汚三Iザ"1'-の以'tの'1'で、たくさんの小説怒材が:tf
イf しているの例えば、務Jl:: ìli;'介のí' 1:や、明治fl'1dtの鉱jぷ'M'!'なと、いずれも伊~I~と~~~い小説
題材で、ある。込:のある小説家が、このlifにおいて新しいiさをHfHiして行ってほしい。
2. I~Qrlll は紙の上の舞台I~IJ であるが、]JL:{:Eの台湾文安保において、見る ílllí似のあるfp{a，がな
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い。もともと、戯 1111 は日1，俊をよ時台で ÜÎi じさせるために作るものだが、台湾主任I~IJ!fIlは長いI!lJ
不振であるため、戯[1も1:ずから、それに!必じてii'iえてしまったり花々は、みんなが台湾
泌総を振興することを切に担んでいる。そうすると、創作家も自ずから、それに応じて活
践の坊を初、 j'l，kな戯IlIも11¥てくることは汚うまでもない。
3， fF (11絞)は漢民族四千年米の!民IどのiZ践である。しかし、1e.iI:Uがたつうちに、ー殺の
'I~' ~fJ!~品になり、現在は''.!!:に千\ilO\[日?di~!}の IJI!lつぶしとなった。誌の i人j谷は深いjム}去を合むので、
mいられた話fiJ は 114i泊の人にとって[1J!.f9干しがたい~IUiÝ:が多いのである。また完全に平!パî1it
jlnこ京総されているので、このような作 111 を奪われた'I~Jや(r弘は、与HV1:， ìi~'にふさわしくな
いものだ。しかし、誌は1m千年米、我々の先飢が伝えてきたJω認の文ぷ形式て¥その存主"、
そのfil依は)1的見してはいけないものだ。だから、改良して:Jli:々の然治に巡するものにすべ
きである。そして、そのmいられるiJyイiJ;を羽代訴にすることは改良の急務である。
4， 1誌の、jl.)ぷj'H1fIドの求紛をなfまない現代青年たちは、だんだん新i¥.¥のi対地に進んで行く。
これは彼らの自然の進路である。しかし、 i誌は…1ltli'紫の洗練をlH:t見するものなので、新
沿ーに興味のある人々は、誌のI}、j幸子だけでなく、その形式にも配!iEすべきである。
5 台湾で発去されたすべての泌~'l1 、雑記を ifLると、いい物がないと jU、う。もともと凶匁{ま
Jj)~Jむの I1母りとさ、ユーモア (ìH稿、前総)で、 H~ët;~をひきつけるものだが、lJ[:(Eの l;jir~D: 、 Nl
誌の '1' では、 ii支出;イトSj~j十日号渓 1\'(1~tすFrí己j だけがJえ々の1IJ だっこ j臣i う。
6 台湾文芸~'l.'.において、 Ij!でく見過ごしてはいけないのはかitJ;H{-文中:のぷI治であるけしかし、
あうんj、それは「水掛けI論}に過ぎなかった。:J是々にしてみれば、 ;t会な台湾:ilt文C1';:({ま存{E
していないが、 fli勾文::i~:'jf.において、合汚訴は 1&十JL してはいけないものだ。けれども、台
湾文安保では、1j:J問。l活文;の洗干しを受けたことのない人でも、 1'1主1(i;if交;を}I!併できるよ
うに îlfJ Jìi.で分かりやすく火JJIをとることこそ、台湾一文;誌の大衆化がすミJ:S~できる。従米彼ら
の泌総は形式iIiにJ:まっている、これは+1';しむことである。あなたがたが手伝鋒を民間jして、
i人J1'子治iについて汲諭してほしい。
以上述べた巡りに、 fil存文芸はまだ土)]殺で、ある。 l)rHfiしていない!日付IJは私たちのnの前にあ
り、 Jえ今がう〕ましく IJfl'Hiして行くのを1.¥'恕している。だから、我々文J家にとって、!日j会i立法
である。 -)j、k1RにとってのiIilihは検討すべきもので、ある。 IとI{(に古うと、現代の大衆は文
立与に対して、あまり 1M，]心を1'，¥'っていない。大衆は文袋に関心をぬっていない以上、文京の銭Ht
lま不徹底なものになる。これは自ずから、我々の努力11Wiである。["文ぷ;大衆化jについてのli庁
究は、:Jli:々文主2家が研究すべき大きなテーマであるの
では、どうすれば「文芸大1/と化jを迷成できるのか?PJj.qi.に弓えば、 2第fお=一{は立j文cζ:)資r:
とである O 第二{立大衆文芸5 を旅立することである。第三は大栄へのlifi~ 、主:í/lLll立発支{幾1)\) のうと
1nl1等々である。
しかし、このような大きな仕事は、一人のカでできるものではない。特に丈夜桜は l iiIl~教育
の範防に似して、我々のか利lい予では解決できない。段々はただ、五4もギT))な立;芸家iリH本を#I!
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織し、大衆に文誌を賞作;できる健全な雑誌を刊行することこそ、 ~(f附の '1' の手足キ台湾文:宗家が
努力すべきことだ。
現者I、台湾の文芸家にとって放も苛I，:Jなのは生活の不安定である。読者の範聞が3Vとくて、発
表機flが不備のため、一本のベンて、どのように努力しでも-FI三食にjとりなし、。 生活に作泊さ
れている以ヒ、文芸にどのように熱心であっても、作品をさ?くことに専念できない。当然、俊
秀な文芸作Aliもこのn;{1示iでIHなくなる。だから、台湾文芸界の発展のために、みんなで予をJI¥(っ
て、「どのように文芸家のLt治安定を保っかjを研究すべきであろう! (1934.3.21後)
訳.!;i，t 格安
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小説は見るべき点があり安心できる
戯曲はその発表機関を促進すべき
♂J ，也、
l 近年来、台湾の新文芸界に、作家が氷山している。法において、言うまでもなく、大きな
進歩を収めた。 伎において、発表した作品を見ると、 I~XI~I 、純然がまだ多くなくて、菊ri誌も沼ー
しい進境がないが、小説は相当なものであった。 事i.Jミ械に発表した作品、ネiに今年の応募小説
は、第一一回!の諸作品と比べて、だいぶよくなった!これはむろん、 f午後たちがかなり努力した
からである。台湾初i文芸芸界にとって、とてもありがたい引でもある。
しかし、一設残念なiJq土、 tE民':1'.I2Iを描写する作品があまり見えずに、リj女!日H滋をめぐるも
のは全1'F，'，;'，の七、八郊を占めているがだ。 J!kílÎ'~jill としての台湾からみると、不足に!惑じられた。
2 私も|時代の潮流に滋らう引ができなくて、小説はとくに好きである。しかし、台湾の新総
述動が次第に'ÉìgJíする今日において、 I~Xrltlへの需裂は、 elに小ii$íに劣らないのに、台湾の作家
たちは絞11を忘れてしまったようで、各新劇団をして台湾にふさわしくない外国の絞11を然破
矢現に演出させた。なんと残念なjTであろう!この点に対して、私は切に諸作家が:i'Jj:を月lいる
iJrを!VJ符するの
3 将::lとについて、幾つかの発炎機関が現れ、約二家のおIJ作欲くを引き起こすのを!切符している。
いまだ幼維な台湾i'!r文京界は一 i二i も尽く待望~:g引を脱して、進んでfU:'N文域と Ij し、 ~)J、台湾
人の新文芸さに対する興味と関心をーFIも尽く引き起こしたい。
作家自身について設えば、充分にいろいろな経験を持つべきで、また、人生と社会に対して、
深い認識と理解が特に必!変であると思う。
ョ:・斡 |色 1t 
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